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B18c 電波フラックスの個数分布から制限づける降着円盤風の噴出角
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Broad absorption line (BAL) クェーサーは，降着円盤風を吸収体とする大きく青方偏移した金属吸収線を静
止紫外に示し，SDSSクェーサーのおよそ 15%を占める．この観測比率に対しては第ゼロ近似的に，(a) クェー
サーは全活動期間で円盤風を保持しその covering factorが 15%（角度説），(b) 等方的な円盤風を保持する期間が
クェーサーの全活動期間のうちの 15%（進化説），という 2つの説明を与えうる．円盤風は，質量とエネルギー
を母銀河に供給することから AGNフィードバックの担い手と考えられている．従って，円盤風の噴出角と保持
期間はAGNと母銀河の共進化を考える上で重要なパラメータとなり，角度説と進化説がそれぞれどの程度 BAL
クェーサーの観測比率に寄与するか解明が望まれている．
BALクェーサーでは non-BALクェーサーに比べて電波で明るい天体が少ない．これを利用すればBALクェー

サーへの見込み角（＝円盤風の噴出角）に制限を課すことができる．クェーサーからの電波放射は非熱的なプラズ
マに由来するが，このうちジェットは円盤軸の方向に相対論的な速度で噴出するため，観測された電波フラックス
はクェーサーへの見込み角に大きく依存する．SDSSとVLA FIRSTサーベイで検出された電波で明るいクェー
サーについて，(i) BALクェーサーと non-BALクェーサーは同一の中心エンジンを持つ，(ii) 非熱的ジェットの
bulk Lorentz因子と静止系での電波光度の個数分布がそれぞれべき乗則に従う，(ii) 電波フラックスの個数分布
の違いは見込み角による，という仮定のもと，我々は BALクェーサーへの見込み角の範囲をMonte-Carlo法に
より計算した．結果，クェーサーの電波光度の半分程度が相対論的速度を持つジェットに由来していれば，BAL
クェーサーと non-BALクェーサーの電波フラックスの個数分布の違いを再現できることが分かった．


